
 

 

 

１ 研究主題 

 

 

 

 

２ 研究主題設定の理由 

平成２９年３月に告示された「小学校学習指導要領」並びに「中学校学習指導要領」の第１章の

「総則」で，「各学校において，『基礎的・基本的な知識及び技能を確実に習得させ，これらを活

用して課題を解決するために必要な思考力，判断力，表現力等を育むとともに，主体的に学習に取

り組む態度を養い，個性を生かし多様な人々との協働を促す教育の充実に努めること。』」，「各

学校において，コンピュータや情報通信ネットワークなどの情報手段を活用するために必要な環境

を整え，これらを適切に活用した学習活動の充実を図ること。」と示されている。 

それらを受け，本校では「いわての授業づくり３つの視点」，「ユニバーサルデザインの視点」

さらに令和３年度より「ＩＣＴ活用の視点」を校内研究に位置付け，「自ら学びを進める児童・生

徒の育成」に取り組んできた。その結果，児童・生徒が主体的に学習に取り組み，基礎的・基本的

な知識や技能を身に付けてきている。このことは，各種学力調査（ＮＲＴ，県学調，全国学調等）

の正答率の結果にも反映されている。 

しかしながら，上記の各種学力調査における「応用力が必要な問題」，「自分の考えを説明する

問題」，「複数の資料を比較して答えを導き出す問題」，「情報を選び，構成を考えて話す問題」

「情報を選び，構成を考えて書く問題」等の正答率が，全国や県の正答率と比べ低い傾向にある。

このことから，学習指導要領に示されている「未知の状況にも対応できる『思考力，判断力，表現

力等』を育成する」こと，また，学習の基盤となる「話すこと」「書くこと」の言語能力の育成は

本校児童・生徒にさらに必要な資質・能力と捉えている。 

よって，前述の教育課題を改善するために研究主題をこれまで通り「自ら学びを進める児童・生

徒の育成」としながら，副主題を「小・中併設校のよさを生かした思考力・判断力・表現力を高め

る授業を通して」とした。 

「小・中併設校のよさ」とは，「①小学校職員・中学校職員が学習指導や生徒指導において，一

人ひとりの児童・生徒に関わる機会が圧倒的に多いことにより，個に応じたきめ細やかな指導がで

きること。」「②小・中職員が同じ考え方や視点で児童・生徒の指導ができること。」「③各種行

事や集会活動，委員会活動等における『異学年・異校種の交流活動』の機会が多いことにより，目

的意識や相手意識をもって『話したり，書いたり』する機会が多いこと。」と捉える。 

そういった「小・中併設校のよさ」を生かした指導を行うことで，「未知の状況にも対応できる 

『思考力，判断力，表現力』」，学習の基盤となる「話すこと」「書くこと」の力を高め，自ら学

びを進める児童・生徒を育成することにつながると考えた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

３ 研究の目標 

小・中併設校のよさを生かした思考力・判断力・表現力を高める授業を通して，自ら学びを進め

る児童・生徒を育成する。 

 ９年間を見通した児童生徒像 

小 低学年 課題に対し，自分の考えをはっきりもち，伝えたい事柄を表現できる児童 

小 中学年 課題に対し，根拠のある予想や仮説から，必要な事柄を選んで表現できる児童 

小 高学年 
課題に対し，集めた材料を分類したり関係付けたりし，より妥当な考えを表現で

きる児童 

中 １年 
課題に対し，集めた材料の共通点や相違点などを整理し，見通しをもって表現で

きる生徒 

中 ２年 
課題に対し，自分の立場や考えが明確になるように集めた材料を整理し，工夫し

て表現できる生徒 

中 ３年 
課題に対し，自分の立場や考えを明確にし，多様な考えを想定しながら材料を整

理し，分かりやすく表現できる生徒 

 

４ 研究の仮説 

   小・中併設のよさを生かし，「話すこと」「書くこと」を重点的に指導することで，児童・生徒

の思考力・判断力・表現力が高まり，自ら学びを進める児童生徒が育成されるだろう。 

５ 「思考力・判断力・表現力」の捉え方 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

６ 今年度の研究の内容 

（１） 授業改善の視点から 

ア 共通指導事項 

① 学習の必要性や見通しをもつことができる学習課題の設定と工夫 

② 思考力・判断力を育成し，自分の考えを表現するための学習活動の改善・工夫（「話すこと」 

「書くこと」を重点とする。） 

③ 児童・生徒が｢分かった｣｢できた｣を実感できる振り返り 

④ 授業内容の理解促進のための，計画的な家庭学習の課題（宿題）の工夫 

⑤ 諸調査等の分析と対策（ＮＲＴ・県学調・全国学調等） 

 

イ ユニバーサルデザインの視点から 

① 授業を「焦点化」するためにＩＣＴを用いる。 

  ねらいや活動を絞ることで達成感が確認され，学習の主体性や有用感が高まる。 

② 授業を「共有化」するためにＩＣＴを用いる。 

友だちや先生の思いや考えを知り，つながることで思考力や判断力，表現力が高まる。 

③ 授業を「視覚化」するためにＩＣＴを用いる。 

視覚的な理解を大切にし，確かな理解のもとで活動することにより基礎的・基本的な能力が

高まる。 

ＩＣＴを効果的かつ教科横断的にバランスよく活用し，児童生徒のつまずきをカバーするこ

とで，児童生徒は学習内容を「分かる」「できる」と実感し，自信をもてるようになる。 

 

 ウ 小・中連携の視点から 

① ９年間を見通した系統表の見直しと更新 

② 中学校教員による小学校への乗り入れ授業の形態と指導内容の工夫（教科担任制の導入） 

③ 学習規律の再確認（「１０ 学習のきまり」参照・必要に応じて改善を行う） 

 

（２） その他 

ア 同形態（小規模複式）である柳沢小・中学校との交流を図る。 

イ 学級懇談時に家庭学習の内容や仕方について保護者と共通理解を図る。 

 

７ 研究の年次計画 

（１）令和３年度…ＩＣＴ環境の整備，ＩＣＴ機器の研修，ＩＣＴ機器を取り入れた授業の理論研 

究，ＩＣＴを活用した授業実践 

（２）令和４年度…「思考力・判断力・表現力」を高めるための授業改善の在り方，柳沢小中学校と 

の連携（互見授業，研究授業の交流や参加） 

（３）令和５年度…「思考力・判断力・表現力」（話すこと・書くこと）を高めるための授業改善の 

在り方，柳沢小中学校との連携（研究の方向性の確認，互見授業や研究授業の交 

流や参加） 

（４）令和６年度…令和４～５年度の研究を踏まえた「思考力・判断力・表現力」を高めるための授 

業実践，柳沢小中学校との連携（授業教科，日程等の擦り合わせ） 

（５）令和７年度…令和６年度の実践の改善（学校公開），研究の検証，研究のまとめ，柳沢小中学

校との連携（紀要，まとめ） 

 

 



 

８ 学習のきまり(現行…平成２８年度～) 

〈タブレット使用のとき〉 
・机上を整理する。 ・消しゴムは使用しない。 ・タッチペンや指を使用する。 ・自分のパスワードを他

人に教えない。 ・学習時のみ使用する。（小学校） ・担任，担当の指示に従って使用する。  


